明治前期の災害対策法令 (第3輯) (その3) by 井上 洋
南山大学紀要『アカデミア』人文・自然科学編　第 22号，253―276，2021年 6月 253
明治前期の災害対策法令（第 3輯）（その 3）









　　「明治前期の災害対策法令」（その 1）から（その 4）まで（1868年分 34件，1869年 8月までの分 25件を収録）
は，南山大学『アカデミア（人文・自然科学編）』，第 10号から第 13号（2015年 6月～2017年 1月）に掲載され
ている。それを大幅に改稿し，さらに 1869年 9月から 1870年 12月までの災害対策法令 52件を加えたものが，井
上洋『明治前期の災害対策法令　第一巻（1868―1870）』（論創社，2018年 3月）である。1868年から 1870年にか
けての時期の災害対策法令については，こちらを参看されたい。また「明治前期の災害対策法令（第 2輯）」（1871
年 1月以降の災害対策法令を集めたもの）は，南山大学『アカデミア（人文・自然科学編）』，第 14号から第 19号（2017
年 6月～2020年 1月）に掲載されている〔（その 1）から（その 6）まで〕。その「明治前期の災害対策法令（第 2輯）」





年から 1871年 8月 29日までの災害対策法令と，その注解を参照する際には，必ず『明治前期の災害対策法令　第
一巻（1868―1870）』，および『明治前期の災害対策法令　第二巻（1871）』に当たるよう，お願いする次第である。
　　「明治前期の災害対策法令（第 3輯）」は，南山大学『アカデミア（人文・自然科学編）』，第 20号（2020年 6月刊）
から掲載を始めた。「明治前期の災害対策法令（第 3輯）」は，第 2輯に続く時期の災害対策，および火災対策法令









【1871 年】（明治 3年 11月 11日から明治 4年 11月 20日まで）
27a．「民部省ヲ廃ス」（明治 4辛未年 7月 27日，太政官第 375）（9月 11日）（294頁）【組織職掌】
【注解】

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































する 3つの文書である。ひとつは，「庶務司章程」（明治 3年 9月 19日，民部省定）である。庶務
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4
）をもつとの箇条である。「庶務司章程」の②は「省中ノ事務
0 0 0 0 0
」
に不公正な処理があると庶務司が認めた場合の輔に対する討論抗弁権

































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
る調査と評価




0 0 0 0 0 0 0 0 0
に関する調査と評価

















































































































































































































































使部であったが，現実の寺院寮（明治 4年 2月時点）は，頭は民部大丞の秋月種樹がこれを兼任し，以下助 1名，




























※ 79 同前，39および 41頁参照。
井上　洋 275
※ 80 「庶務司章程」制定時の庶務正は，兵頭正懿と北代正臣の二名である〔『職員録（明治 3年 9月［20日］改）』〕。
※ 81 内閣記録局（編）『法規分類大全　第 11巻　官職門〔2〕（第一編―7～9）』，41頁。
※ 82 土屋喬雄（編集代表）『杉浦譲全集　第三巻』，334―335頁。以下，これを「庶務司章程」（杉浦扣本）と表記する。
※ 83 明治 3年 12月以降の作成と判断した根拠は，次の 2つである。ひとつは，⑮に明治 3年 11月 28日布告の「府
藩県交渉訴訟准判規程」への言及があり，そこで同規程の存在を前提とする書き方がなされていることである。








※ 86 民部省内の司の序列は，「民部大蔵両省管轄ノ寮司諸掛及事務条件ヲ区別ス」（明治 3庚午年 8月 9日，第
520）（70―23）では，地理司，土木司，駅逓司，鉱山司，庶務司の順，「民部省中寮司ヲ定ム」（明治 3庚午年
















治 3庚午年閏 10月 20日，第 754）（70―28）〕，このときに聴訟掛が庶務司内へ移された（二掛体制）〔「民部省
中鉱山司以下諸掛ヲ廃ス」（明治 3庚午年閏 10月 20日，第 757），参照〕。
 　庶務司に係る分課ということについては，もう一点書き留めておきたいことがある。それは済貧養老賞典掛











※ 89 地理司職制・地理司職員令（杉浦扣本）・庶務司職制・社寺司職制対照表（第二巻第 11表），および租税司職員・
地理司職員令（杉浦扣本）・地理司職員令対照表（第二巻第 12表）を参照せよ〔井上洋『明治前期の災害対策
法令　第二巻（1871）』，348―353，362―364頁〕。
（この項，次号に続く。）
